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日本のインフラ危機 老朽化する上下水道と重大事故

膨大なコスト

直径約40mの陥没により死亡事故が

発生し、約120万人が下水利用を自粛。

都市中心部で幅約27mの陥没が発生し、

電気・ガス・水道等のライフラインが停止。

老朽管の破裂により道路冠水が発生し、

住宅浸水や交通規制が発生。

事故事例
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漏水検知の現場

調査員の耳をAIへ。
熟練調査員の判断をAIで再現

聴診器付き
漏水探知機

漏水音
判定AI

・ 漏水判定が調査員の“耳”に依存
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水道管の漏水検知システム 概要

【本事業の内容】

水道管や環境データ等による広域的なリスクエリア抽出に加え、地上でのAI音響解析を組み合わせることで、

広域からピンポイントまで一気通貫でスクリーニングする新しい手法の確立を目指し、検証を行った。

【本事業がもたらす副次的効果：インフラ管理DX】

紙の工事台帳や水道管情報等が個別管理されており、データ同士が結びついていない状態にありました。

本事業により情報がデジタルで一元化されると、インフラ管理が効率化し、より良い判断が可能になります。

【STEP1】

管・環境データで広域リスク推定

【STEP２】

音響解析AIでピンポイント漏水検知

【STEP３】

解析サイクルで高精度漏水検知

音響AI×衛星データによる次世代漏水検知でスマートインフラ管理

管・地理空間データ等の状況から

漏水リスクが高いエリアを面で把握

漏水特定の聴診技術をAIで再現し

音の特徴から漏水の兆候を捉える

漏洩箇所を正解データとして利用し

高リスク地域の選別条件を解析
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[STEP2]守山市にて漏水音等を収集

デジタル聴診棒からの音を録音

【デジタル聴診棒による漏水音調査】

漏水調査会社協力のもと、複数地点で漏水音等を収集

[収集箇所] メーター・弁・栓・路面・地面差し込み部 等

[収集音種] 漏水音・通常音（様々な環境下での録音）

※外部環境音等・通常音については東京でも収集

【録音をする対象について】

①デジタル聴診棒を対象物に直接当てて集音

②アナログ音聴棒の耳当て部に当てて集音

（現地協力：漏水調査会社）
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[STEP2]漏水音検知ロジックの検証テスト

実環境由来音

（現場収集音源）

複数の漏水調査員で実施

道路ベース音、構造由来音、車通過音

下水道音、自動販売機音、など複数用意
判別検証用音

（外部公開音源）

実環境で混在しうる音を含めて評価

成分バランスが異なるものを抽出

（会話が混入しているものも入れる） 【AIによる漏水音判定結果】

①漏水音の判定

⇒全て『漏水濃厚』と判定

 ※会話混入でも問題なく分類可能

②非漏水音の判定

⇒概ね『非漏水寄り』と判定

 ※構造由来音のみ『中間』と判定

「判別が難しい非漏水音」

【調査員による漏水音判定結果】

①漏水音判定テスト

⇒多くが『漏水（はい）』と判定

 ※混在音で判断が割れる場合あり

②非漏水音の判定

⇒大半が『非漏水（いいえ）』と判定

 ※道路通常音が誤認傾向あり

熟練の漏水調査員とAIの判定結果を比較した結果、漏水・非漏水の分類傾向が概ね一致することを確認しました
実際の現場では周辺環境等も加味しながら必要に応じて数分程度の音を確認して判断するため、判別が難しいケースがあることも確認されました。

漏水濃厚

（80-100%）

漏水の

可能性あり

(30-79%)

非漏水寄り
（0-29%）

「守山市で取得した漏水音」

様々なパターンのテスト音源を使用
※調査の公平性の観点から、各音源は10秒に統一されています



7

Confidential

Hmcomm Inc , www.hmcom.co.jp , Copyright (c)  2026 Hmcomm Inc All Rights Reserved 

実

2025年度実証の成果と、2026年度実証への展開

【2026年度：現場実証を通じた「実用モデル」の確立】

箇 箇

本番検証は水道工事ではなく、

ドリルで穴を開け音聴棒を挿す

[確認調査]を検討しています

2025年度は、基礎検証および専門家評価フェーズまでを実施・完了

【2025年度：配水管漏水検知の「仕組み（ロジック）」の構築】
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2026年度 社会実装事業の実施計画（案）

上記3点を2026年度の実証の

成果基準とし、点検効率向上を図ります。

AI単体の精度ではなく、調査員の

判断との一致率を基準に評価します。

地理空間データや管路情報を用いた抽出結果を

実地検証し、抽出ロジックの妥当性を評価します。

現地総合判定モデルへの拡張
現場環境・周辺状況等を含めて構造化し、

漏水判定ロジックへ統合・高度化します。

集音方法

音圧

相対比較

周辺騒音

路面条件

埋設状態

音響指標 環境指標

解析結果判定

現地で録音・解析・結果表示を一体化し、

現場での迅速な判定支援を検証します。

広域と現地の整合性検証

守山市での実証を通じて、地域特性に応じた

展開可能な実用モデルへと発展させます。

守山市起点モデルの確立

即時判定機能の現場検証
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免責事項

• 本資料は、当社の事業内容や業績等に関する情報提供を目的として作成されたものであり、

有価証券の取得、売却等の投資勧誘を目的としたものではありません。

投資に関する判断は、ご自身の責任にて行っていただきますようお願いいたします。

• 本資料には、いわゆる「将来の見通し（forward-looking statements）」が

含まれる場合があります。これらは、現在入手可能な情報および合理的と

判断される前提に基づいて作成されたものであり、不確実性を含んでおります。

実際の業績等は、記載された見通しとは大きく異なる可能性があります。

• なお、当社は将来の見通しに関する記述について、新たな情報や将来の事象に基づいて

これを更新または修正する義務を負うものではありません。
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